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様式第 2 号（第 8 条関係） 

審議会等会議録 

会議の名称 令和６年度第２回加須市介護保険運営協議会 

開催日時 
令和７年１月２４日（金） 

午後１時１５分から午後２時３０分まで 

開催場所 加須市役所 ５０５会議室 

議長氏名 三宅 仁 会長 

出席委員 

三宅 仁、内田 親、加藤 美津枝、藤咲 和子、町田 由男、 

神田 修、福島 祐一、太野 貴宏、鈴木 勝幸、枛木澤 和弥、

仲山 良二、鎗田 宏、大川 利行、佐藤 進 

欠席委員 小林 章子 

会議次第 

１ 開会 

２ 委嘱状交付 

３ あいさつ 

４ 議事 

（１）令和７年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算（案）

等について 

（２）地域で高齢者を支え合うしくみづくりについて 

（３）その他 

５ 閉会 

会議資料 

の名称 

資料１－１ 令和７年度加須市介護保険事業特別会計当初予

算（案） 

資料１－２ 加須市介護保険事業の状況 

資料１－３ 令和７年度介護保険事業特別会計予算（案）主

な事業の概要 

資料２   地域で高齢者を支え合うしくみづくりについて 

資料３   「がん等の方に対する要介護認定」の実施状況

について 

会議の公開又

は非公開の別 
公開 

非公開の理由 － 

傍聴者の数 ０人 

(順不同・敬称略) 
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説明者の 

職・氏名 

福祉部高齢介護課長 髙瀬 郁子 

福祉部高齢介護課主幹 佐藤 喜美子、杉山 大綱 

事務局職員

職・氏名 

福祉部長 宮嵜 秀樹 

福祉部高齢介護課長 髙瀬 郁子 

健康スポーツ部いきいき健康医療課長 荒井 幸子 

福祉部高齢介護課主幹 佐藤 喜美子、松本 知之、杉山 大綱 

騎西福祉健康担当主幹 相澤 睦 

北川辺福祉健康担当主幹 紫原 克彦 

大利根福祉健康担当主幹 今井 和美 

福祉部高齢介護課主事 佐藤 凪沙 

その他出席者 

職・氏名 
－ 

会議録の 

作成方法 

■ 要点記録 

□ 全文記録 

その他必要 

な事項 
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様式第 3 号（第 8 条関係） 

発言者 会議の内容(発言内容、審議経過、決定事項等) 

 １ 開会 

司会 

（佐藤主幹） 

  （省略） 

 

 

角田市長 

 

 

２ 委嘱状交付 

（省略） 

 

 

 

三宅会長 

３ あいさつ 

（１）会長あいさつ 

（省略） 

 

 （２）市長あいさつ 

角田市長   （省略） 

  

 ４ 議事 

司会 

（佐藤主幹） 

これより会長が議長となり議事を進行いたしますので、三宅

会長、よろしくお願いいたします 

  

議長 

（三宅会長） 

それでは、議事に入らせていただきます。 

委員の皆さまにおかれましては、ご多忙の中、お集まりいた

だいております。本日の審議時間は約 60 分、2 時 30 分を目安

に、説明及び質疑は簡潔明瞭に行っていただき、限られた時間

の中で、より多くの委員の方からご意見をいただきたいと考え

ております。 

資料も事前にいただいておりますので、事務局から議事の説

明を簡潔に受けてから、そのあとに委員の皆さんからご質疑、

ご意見をお受けする形で進めたいと思いますが、よろしいで

しょうか。 

  

 ＜はい＞という人あり 

  

 それでは、事務局から説明を受けた後、ご質疑とご意見をい

ただく時間を設けるということでお願いします。 

事務局、説明をお願いします。 

  

 

事務局 

（髙瀬課長） 

（事務局説明） 

（１）令和７年度介護保険事業特別会計歳入歳出予算（案）等

について 

資料１－１ 令和７年度加須市介護保険事業特別会計当初予

算（案） 

  

（佐藤主幹） 資料１－３ 令和７年度介護保険事業特別会計予算（案） 
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主な事業の概要 

資料１－２ 加須市介護保険事業の状況 

  

（杉山主幹） （２）地域で高齢者を支え合うしくみづくりについて 

  

（髙瀬課長） （３）その他 

資料３「がん等の方に対する要介護認定」の実施状況について 

  

議長 

（三宅会長） 

事務局の皆様、ご説明ありがとうございました。 

たくさんご質問やご意見がある方もいらっしゃると思いま

すが、より多くの委員の方からご発言をいただきたいと思いま

すので、まずは、ご質疑やご意見は１回に１つでお願いしたい

と思います。 

それでは、ご質疑、ご意見がございましたら、挙手をお願い

します。 

  

太野委員 資料１－３の事業の概要の（３）、新しく新設される「シニ

アボランティアポイント」事業について、「介護人材不足が懸

念される介護施設等の支援を図るほか」とありますが、介護施

設のみを対象としているのか、人材不足と言っている中で、ボ

ランティアさんでできる範囲で施設の人材不足が果たして解

消されるのかという点が気になりました。 

それと、施設の受け入れ体制の状況について、ボランティア

の申し込みがあっても、施設側が今感染症で無理です、受け入

れができませんなどのミスマッチがあると、せっかく手を挙げ

た方がうまくボランティアに繋がらず、そこはちょっと不便な

のかなと気になりましたのでお聞きしたいです。 

  

事務局 

（杉山主幹） 

ボランティアポイント事業につきまして、まずどういった活

動を想定しているかでございますが、施設で行われるレクリ

エーションの指導や参加の補助、お茶菓子ですとか食堂内の配

膳、あとは散歩、館内移動の補助、そういった形で直接介護に

関わる部分ではないところを想定しております。これを計画す

る時に何か所かお話を伺わせていただいたところ、実際そう

いった従来の介護業務ではないところに職員を割かれている

状況もあると伺っております。主に介護施設で、そういった従

来の介護のお仕事以外のところを今のところ想定しておりま

す。 

  

加藤委員 資料１－１の当初予算（案）の歳入につきまして、著しく減

になったものの原因をお聞きしたいと思います。４款の国庫支

出金の中の調整交付金が 76.3％の減、これは基準では 5％と

なっていますが、加須市では 0.03％を見込んでいるというこ

とですね。それからその下の保険者機能強化推進交付金がマイ
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ナス 37.3％、これは取組みが良い所に算定されると書いてあ

ります。それからその下の保険者努力支援交付金、こちらも介

護予防とか健康づくりを強化された場合に交付されることに

なっていますが、これもマイナス 6.2％。調整交付金は国の方

の関係もあるんでしょうけれど、保険者が努力するというとこ

ろでどうしてこんなにマイナスの歳入を見込んだのか、教えて

いただきたいと思います。 

  

髙瀬課長  調整交付金は国が５％を基準としていますが、全国の中でも

85 歳以上の高齢者が多い所に多く支給されております。加須

市は 85 歳以上の人口率が低いことから、年々下がっている現

状です。 

インセンティブの保険者機能強化推進交付金と保険者努力

支援交付金は、こちらの方もこういう項目でやってくださいと

評価する項目が 199 個くらいありまして、それで評価されて順

位に則ってお金がいただけるのですが、この順位が若干昨年よ

りも下がってしまっているためこの金額となっております。 

  

加藤委員  こちらの申請に応じて国の方で決定する、その項目が去年よ

りも下がったということですか。 

  

髙瀬課長 そうです。国の項目に沿って市の実施状況を資料とともに提

出するんですが、それを点数化していって順位をつけて、その

順位に応じたパーセンテージでお金をもらえるという形にな

ります。確か片方の順位が４個か５個ぐらい下がってしまって

いる状況でございます。 

  

神田委員 資料１－３の、新設されるシニアボランティアポイント事業

は、施設で働くボランティアが対象という話ですが、ボランテ

ィアには地域ブロンズ会議に参加する地域で活躍するボラン

ティアがいて、市としても積極的に拡大していこうというとこ

ろです。同じボランティア活動を行いながら、ポイントがつく

対象者は施設のボランティアだけで、地域で活動するボランテ

ィアは対象外ということになるかと思いますが、80 歳を間近

に控えた団塊世代がここ数年の間に激増する、それで急増する

地域の生活支援のニーズについて、地域全体で支えていく体制

を本格的に整える必要があるんではないかなと。そのためには

こういったポイント制度ですとか、色々と工夫をしてボランテ

ィアの参加意識を積極的に高めていく必要があるのではない

かなと思うんですが、それについて市のご意見を伺いたいと思

います。 

  

事務局 

（髙瀬課長） 

おっしゃるとおり、本当に高齢者が増えておりまして、市と

いたしましてもサービスをどのように作り上げていくかとい
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うのは、真剣に考えていかなければいけない状況だと考えてお

ります。今回のシニアボランティアに関しましては、自分の地

元ではなくて介護施設の方に出向いて行ってご協力をいただ

くという意味合いで、ポイント制度というものを考えました。 

神田委員さんの言われるように地域全体で支えていく仕組

みというのは、これから考えていかなければいけないと思って

おりますので、ブロンズ会議や皆さんのお力を借りて内容につ

いてまた一緒に考えさせていただけたらなと思っております。

よろしくお願いいたします。 

  

内田委員 私もこの新しい事業のシニアボランティアポイント事業に

ついてお尋ねしておきたいんですけれども、該当する介護保険

施設というのは加須市にどれくらいあるんでしょうか。それ

と、だいたいどのくらいの予算を考えておられるのか、その概

要がわかればお尋ねしておきたいと思います。 

それともう一つ、私は団体の立場でいきますと加須市老人ク

ラブ連合会の組織ですけれども、この老人クラブでも、友愛活

動と言って介護を必要とする人と生活支援をする人に声をか

けて入ってもらって、地域で支えていくということを始めてい

るんですが、そういうものとの関連はどうなのかなと。このボ

ランティアをやる人が老人クラブに入って、その活動ができる

のかどうか、老人クラブとの連携などについてお考えがあった

ら伺っておきたいと思います。 

  

事務局 

（髙瀬課長） 

まず一点目の介護保険施設についてですが、今年度、令和６

年度に介護施設 30 か所ぐらいに意向調査をさせていただいて

おります。その中で、うちの方で受け入れても大丈夫だよと

言ってくださったのが 14 か所ぐらいござましたので、そちら

にまずご協力をお願いしようと思っています。 

このボランティアポイントですが、令和７年度は登録をして

活動をしていただく、そして活動した結果をそのポイント数に

応じて令和８年度にお支払いをするということを考えていま

す。そのため、令和７年度の予算としては、会員になってくだ

さる方のネームプレートとか文房具費、あとはボランティア保

険、そういったもので２万３千円を考えております。 

あともう一つ、老人クラブとの兼ね合いですが、老人クラブ

の皆さんが色々活動してくださって、ぜひそちらもできるとい

いなと思っていますが、まずボランティアに参加して外に出て

いただいてから、徐々にそういう活動の場を広げる一つとして

ご紹介できばいいかなと今現在は考えているところでござい

ます。 

  

大川委員 まず、今回報告がありました、がん等の患者への要介護認定

に関しては、前回私の方で確認させていただいた内容だったの
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で、今回調査していただきまして本当にありがとうございまし

た。 

シニアボランティアポイントの件は、私ども施設の方として

もボランティアに来ていたくのは非常に助かるというのはあ

ります。ただ、私自身もブロンズ会議に出ている中で、共通し

て出てくる意見が、やはり移動手段です。移動手段に関しては、

車で乗せていくのは保険関係でも非常にグレーな部分ではあ

るんですけど、ボランティアというか好意でやっていただいて

いる部分に対してなんらかのポイントを考えてあげてもいい

のかなというふうに思うところがあります。 

もう一点、ブロンズ会議などで話があった部分でもあるんで

すが、災害時に要援護者の方をマッチングする、マッチングし

た後その方を誰かが避難場所に連れていくということだとそ

こも移動手段になります。その貢献に対して、今回のこのボラ

ンティアポイントなのか、なかなか前例はないかもしれません

が、非常に新しい新規事業なわけですから、考えてもいいのか

なと思います。 

何度も言いますが、ブロンズ会議の方では移動手段とその災

害時の関係などがよく上がってきています。その辺はちょっと

検討していただければいいなと思っています。 

  

事務局 

（髙瀬課長） 

移動手段というのは、どこの場所に行っても課題に出てきて

おりますので、本当に必要だなと痛感しております。国の方も

移動手段も含めて総合事業をちょっとゆるくしているので、そ

こに何かサービスとして作れないかと今年も担当者と頭を悩

ませているところです。移動手段については、何らかの形でう

ちの方も関わっていきたいなと思っている次第でございます。 

  

事務局 

（宮嵜部長） 

移動手段の関係で、ボランティアポイントを絡めてできない

かということですが、それについてはできるかどうかも含めて

検討させていただきたいと思います。 

 ２つ目の質問の、災害時の要援護者のマッチングの関係で、

移動の手段が必要になるのではないかということについてで

すが、今年度のお話をさせていただきますと、水害時の広域避

難対象地域である北川辺、大利根、大越、樋遣川の４つの地域

にお住いの方で、日常生活が困難であろうという方をこちらで

抽出いたしまして、４地域で 280 人ですが、その方を一軒一軒

訪問をさせていただき、つい先日、訪問が終了した状況でござ

います。災害が起こった時に、誰か避難支援をしてくれる人が

いるかどうかを聞き取りいたしまして、結果として何人か支援

が必要な方がいらっしゃいました。その災害弱者の方につきま

しては、どこの施設に避難してもらうのか、移動手段も含めて

これから検討いたしまして、年度内には決めていきたいと考え

ております。 
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枛木澤委員 私は施設側ですが、今話を聞きながら、その地域に足がなく

てという部分があるんであれば、私たちも待っているだけじゃ

だめだなって感じました。地域にどれだけの方たちがいるの

か、市の方で確認してあっても、いざという時にどこの誰？と

なってしまうのでは。私たちの施設も、受ける側ではなくてむ

しろ地域に私たちが出向いて行かないと広がっていかないん

じゃないかと、今思ったところです。 

例えば移動手段をどうしようかっていう部分などについて

も、個人情報も色々あるかもしれませんが、地域とその施設と

を結ぶ役目も福祉課さんの方でしていただければ、それは少し

スムーズになるんじゃないでしょうか。ボランティアについて

も、やはり地域に存在する施設は地域のためにもあるんだろう

と思うので、施設を引っ張り出してもらいたい。施設を引っ張

り出してもらうきっかけがあれば、地域と施設っていうのはマ

ッチングできてくいんじゃないかなと思います。 

あともう一つ、がん等の認定審査の実施状況について、認定

審査会の委員さんにこの情報は流れるんでしょうか。迅速な

サービスに繋げるためにはやはり居宅さんに使ってもらいた

いですが、認定が下りないと動かないケアマネさんがいると聞

いています。ケアマネさんが動かなくてベッドが使えなかった

ということも実際例として聞いていたので、ケアマネさんの指

導をしていただければいいなと思っていました。それと、本当

に至急認定審査会にかける必要がある時には、介護保険や認定

審査の制度的にはなくても何らかの対策は必要ではないかと

思います。 

  

事務局 

（髙瀬課長） 

心強いお言葉ありがとうございました。 

認定審査会の方にこの資料を出すのは、まず運営協議会の方

にお見せしてからと思っておりましたので、まだ提出しており

ません。 

もう一点、居宅さんが動かない点に関しましては、一応申請

日でもできるので、市からはそのようにお願いしておりますの

で、そこをもう少し徹底してまいりたいと思います。 

  

事務局 

（宮嵜部長） 

冒頭、施設長さんの方から、力強いお言葉ありがとうござい

ます。施設を地域に引っ張り出してもらいたいというお話がご

ざいました。水害時の要援護者の方、北川辺、大利根、大越、

樋遣川の４地域の方につきましては、先ほど申しあげましたと

おり、どういう足が必要なのか、どこの施設に避難したらいい

のかということを今後検討させていただきますが、その際には

地元の自治会の方や地域の施設の方も含めて検討させていた

だきますので、ご協力をお願いしたいと思います。 
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三宅会長 ありがとうございます。 

時間の都合もありますので、この辺で閉めたいと思います。 

 

本日のご意見やご質問、指摘事項などについては、事務局で

整理していただくこととして、本日の議事については、本協議

会として承認するということでよろしいでしょうか。 

  

 ＜はい＞の声あり 

  

三宅会長 ありがとうございます。それでは、議事について、本日の協

議結果を踏まえ、承認とさせていただきます。 

最後に、事務局から何かありますか。 

  

司会 

（佐藤主幹） 

次回会議は令和７年７月下旬を予定しておりますので、ぜひ

ご出席くださいますようよろしくお願いいたします。 

  

三宅会長 以上で議事は全て終了いたしました。長時間にわたり熱心な

ご審議をいただき、ありがとうございました。 

今後とも介護保険事業の円滑な実施に向けて、委員の皆さま

方のご協力をお願い申し上げまして、議長の務めを終わらせて

いただきます。ありがとうございました。 

  

 ５ 閉会 

内田副会長 （省略） 

  

  

会議の内容に相違ないことを証するため、ここに署名します。 

  令和７年２月  日 

 

               署名               

 

 


